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AHPの固有値法においては，   次の一対比較行列   に対し，固有値問題
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1 はじめに 
 AHP（Analytic Hierarchy Process，階層分析法）は，重要度の計算に幾何平均法を用いる
ことにより，AHP の手順を表計算ソフトで簡単に実行することができる。ウエイトの計算
に GEOMEAN 関数が使え，総合重要度の計算に SUMPRODUCT 関数が使え からだ 1。
ただし，幾何平均法で問題になるのは，整合度の計算である。幾何平均法による整合度の計
算法も提唱されてはいるが，あまり一般的ではない[11]。整合度は通常固有値法によって求
められる。AHP の固有値法において 𝑛𝑛𝑛𝑛 次の一対比較行列 𝐴𝐴𝐴𝐴 に対し，固有値問題 
 
𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝐴𝐴𝐴𝐴 
 










だし Apple 社の Numbers では，行列やベクトルの積を求める Excel の MMULT 関数に非
対応であるので，仕込みがやや煩雑になる[12]。 
 本論文で扱うのは 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 4 の時である。この場合，固有多項式が簡便な形で書けることか
ら，ニュートン法を使えば簡単に固有値を求めることができる。そこでその結果を基にし
て，最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用して，最小二乗
解として重要度を求める計算法を提案する。 
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場合に限るが，Microsoft 社の Excel による固 重要度の求め方を提案する。 
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ことにより，AHP の手順を表計算ソフトで簡単に実行することができる。ウエイトの計算
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だし Apple 社の Numbers では，行列やベクトルの積を求める Excel の MMULT 関数に非
対応であるので，仕込みがやや煩雑になる[12]。 
 本論文で扱うのは 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 4 の時である。この場合，固有多項式が簡便な形で書けることか
ら，ニュートン法を使えば簡単に固有値を求めることができる。そこでその結果を基にし
て，最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用して，最小二乗
解として重要度を求める計算法を提案する。 
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だし Apple 社の Numbers では，行列やベクトルの積を求める Excel の MMULT 関数に非
対応 あるので，仕込みがやや煩雑になる[12]。 
 本論文で扱うのは 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 4 の時である。この場合，固有多項式が簡便な形で書けることか
ら，ニュートン法を使えば簡単に固有値を求めることができる。そこでその結果を基にし
て，最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用して，最小二乗
解として重要度を求める計算法を提案する。 
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一般に   次の一対比較行列　　　　   は，逆数性（reciprocal）
を満たすことから，その固有多項式は，
であることが示されている [7]。　　 の係数は 0であることに注目されたい。
したがって，4次の一対比較行列に対する固有多項式は，
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て，最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用して，最小二乗
解として重要度を求める計算法を提案する。 
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 尚，本論文は[6]の継続研究であるので，記述 に従う。 
 
2 ニュートン法による固有値 









𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴(𝜆𝜆𝜆𝜆) = 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛 − 𝑛𝑛𝑛𝑛𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛3 +⋯+ (−1)𝑛𝑛𝑛𝑛det𝐴𝐴𝐴𝐴 
 
であること 示されている[7]。𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛 の係数は 0 であることに注目されたい。したがって，
4 次の一対比較行列に対する固有多項式は， 
 




















𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴(𝜆𝜆𝜆𝜆) = 𝜆𝜆𝜆𝜆4 − 4𝜆𝜆𝜆𝜆3 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3𝜆𝜆𝜆𝜆 + det𝐴𝐴𝐴𝐴 = 0 
 
の解をニュートン法[10]で求めることができる。一般に 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 ≥ 4 であることが知られてい
るので[2][4][11]，初期解は 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛 = 4 とした。反復は以下の漸化式で与えられる。 
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 尚，本論文は[6] 継続研究であるので，記述内容はこれに従う。 
 
2 ニュートン法による固有値 
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1 5⁄ 1 5⁄





この数値例に対し，ニュートン法を Excel に組み込み，実行したものが下図 1となる。 
 
𝑐𝑐𝑐𝑐3 = − 3.885714286 
detA = −0.812698413 
 
𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴(𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛) = 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛4 − 4𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛3 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3𝜆𝜆𝜆𝜆 + detA 
𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴′(𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛) = 4𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛3 − 12𝜆𝜆𝜆𝜆2 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3 
 
なので，数式入力は容易である。𝑐𝑐𝑐𝑐3も高々 𝐶𝐶𝐶𝐶3 = 44 項目の入力を行えばよい。図１に見るよ





3 Solver による重要度 
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𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴′(𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛) = 4𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛3 − 12𝜆𝜆𝜆𝜆2 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3 
 
なので，数式入力は容易である。𝑐𝑐𝑐𝑐3も高々 𝐶𝐶𝐶𝐶3 = 44 項目の入力を行えばよい。図１に見るよ





3 Solver による重要度 
 表計算ソフトウエアによる，固有ベクトルと重要度の計算は，高萩ら[9]によるべき乗法
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この数値例に対し，ニュートン法を Excel に組み込み，実行したものが下図 1となる。 
 
𝑐𝑐𝑐𝑐3 = − 3.885714286 
detA = −0.812698413 
 
𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴(𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛) = 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛4 − 4𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛3 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3𝜆𝜆𝜆𝜆 + detA 
𝑃𝑃𝑃𝑃𝐴𝐴𝐴𝐴′(𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛) = 4𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛3 − 12𝜆𝜆𝜆𝜆2 + 𝑐𝑐𝑐𝑐3 
 
なので，数式入力は容易である。𝑐𝑐𝑐𝑐3も高々 𝐶𝐶𝐶𝐶3 = 44 項目の入力を行えばよい。図１に見るよ





3 Solver による重要度 
 表計算ソフトウエアによる，固有ベクトルと重要度の計算は，高萩ら[9]によるべき乗法

























𝐴𝐴𝐴𝐴 が固有ベクトル（重要 ， 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚w = 0となるので，最小二乗法の考え








あとは重要度の合計が 1 となるように制約を置き（図６），‖𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝐴𝐴𝐴𝐴‖2の最小値を求
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場合に限るが，Microsoft 社の Excel による固有値および重要度の求め方を提案する。 
 
Key words : 4次の一対比較行列，重要度，固有値，ニュートン法，Excel，Solver 
 
1 はじめに 
 AHP（Analytic Hierarchy Process，階層分析法）は，重要度の計算に幾何平均法を用いる
ことにより，AHP の手順を表計算ソフトで簡単に実行することができる。ウエイトの計算
に GEOMEAN 関数が使え，総合重要度の計算に SUMPRODUCT 関数が使えるからだ 1。
ただし，幾何平均法で問題になるのは，整合度の計算である。幾何平均法による整合度の計
算法も提唱されてはいるが，あまり一般的ではない[11]。整合度は通常固有値法によって求
められる。AHP の固有値法においては，𝑛𝑛𝑛𝑛 次の一対比較行列 𝐴𝐴𝐴𝐴 に対し，固有値問題 
 
𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝐴𝐴𝐴𝐴 
 










だし Apple 社の Numbers では，行列やベクトルの積を求める Excel の MMULT 関数に非
対応であるので，仕込みがやや煩雑になる[12]。 
 本論文で扱うのは 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 4 の時である。この場合，固有多項式が簡便な形で書けることか
ら，ニュートン法を使えば簡単に固有値を求めることができる。そこでその結果を基にし
て，最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用して，最小二乗
解として重要度を求める計算法を提案する。 
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𝐴𝐴𝐴𝐴 が固有ベクトル（重要度）であれば， 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚w = 0 ので，最小二乗法の考え




















𝐴𝐴𝐴𝐴 が固有ベクトル（重要度）であれば， 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚w = 0となる で，最小二乗法の考え








あとは重要度の合計が 1 となるように制約を置き（図６），‖𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝐴𝐴𝐴𝐴‖2の最小値を求
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𝐴𝐴𝐴𝐴 が固有ベクトル（重要度）であれば， 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚w = 0となるので，最小二乗法の考え








あとは重要度の合計が 1 となるように制約を置き（図６），‖𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 − 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝐴𝐴𝐴𝐴‖2の最小値を求
304










　　　   に比べると [5]，固有多項式が複雑になる　　   の場合は，今後の課題
としたい。
一方，　　    の場合も，次のような例を考えると，Newton法の初期解を無






によると 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.048 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 であるので，
固有値も重要度も実用的な精度 計算が行えたものと考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 






































によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.048 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 であるので，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 






































によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.048 が得られる。本論
𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 であるので，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 






































によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 0.04  が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 であるので，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることができ 。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 






































によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5 4,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0. 48 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5 37,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 である で，
固有値も重要度 実用的な精度 計算が行えたものと考えることが きる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的 判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べ と[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 




























3 10.04898834520 200 
4 9.434868757280800 
5 9.338234707707280 







によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.048 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 であるので，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることが き 。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単  𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 






















5 0.33627803 046490 















によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0 8 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = .5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 あるので，
固有値 重要度も実用的な精度で計算 行えたも と考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 あるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べる [5]，固有多項式が複雑に 𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は 今後の課題としたい。 




























3 10.0489883 5204200 
4 9.434868757280800 
5 9.338234707707280 
6 9.335 78296973030 
7 9.335 77084712800 





によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = .097,𝐴𝐴𝐴𝐴 . 8 が得られ 本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = .3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 あるの ，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べる [5] 固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 














この一対比較 有多項式に対して，Newton 法の反復は，以下の通りとなる． 




2 0.33591 3648 9731 
3 0.336278 37953792 
4 0.336278037 46490 
5 0.336278037046490 
初期解を𝜆𝜆𝜆𝜆0 = 7とした場合。 
𝑛𝑛𝑛𝑛 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛 
0 7 
1 14.2498408362 9000 
2 11.5987155942786 0 
3 10.04898 3452042 0 
4 9.43486 7572808 0 








によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴 . 8 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 あるので，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題 たい。 














この一対比較行列の固有多項式に対して，Newton 法の反復は，以下の通りと  





3 0.3362 8037 53792 
4 0.3362 8037046490 
5 0.336278037046490 
初期解を𝜆𝜆𝜆𝜆0 = 7とした場合。 
𝑛𝑛𝑛𝑛 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛 
0 7 
1 14.2498 083 239000 
2 11.598715594278600 
3 10.04898 345204200 
4 9.434868757280800 
5 9.338234 077 7280 
6 9.335978296973030 
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4 ま め 
 固有値および重要度は，た えばWebアプリの「好きメーター」[3]で計算できる。それ
によると，𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.228,𝐴𝐴𝐴𝐴1 = 0.544,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.311,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.097,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.048 が得られる。本論
での結果が𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 4.2281,𝐴𝐴𝐴𝐴1 0.5437,𝐴𝐴𝐴𝐴2 = 0.3109,𝐴𝐴𝐴𝐴3 = 0.0974,𝐴𝐴𝐴𝐴4 = 0.0478 であるので，
固有値も重要度も実用的な精度で計算が行えたものと考えることができる。この例では整
合度は C.I.=0.076<0.1 であるので，整合的と判定してよい．固有多項式が簡単な 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3,4
に比べると[5]，固有多項式が複雑になる𝑛𝑛𝑛𝑛 𝑛 5 の場合は，今後の課題としたい。 
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2 0.33591 3648 731 
3 0.336278 3795 9  
4 0.3362 8 37 4649  
5 0.336278 3704649  
初期解を𝜆𝜆𝜆𝜆0 = 7とした場合。 
𝑛𝑛𝑛𝑛 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑛𝑛𝑛𝑛 
0 7 
1 14.2 984 8362390  
2 11.5987155942786 0 
3 10.04898 3452042 0 
4 9.43486 7572808 0 
5 9.3382 4707707280 
6 9. 35978296 7 030 
 9.335977 8471280  
8 9.335977 847124  
9 9.335977 8471245  
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この一対比較行列の固有多項式に対して Newton 法の反復は，以下の通りとなる． 
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初期解𝜆𝜆𝜆𝜆0 = 4では最大固 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 9.3359 7 … せず，最大固有値に収束させるため
には，初期解をかなり大きな値に らなければな いことが分かる。初期解についての，
Newton 法で 収束判定条件は今後の研究課題である。 
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